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 ミートフーズサービス㈱様では、2015年4月9日から実習生
の受入れをスタートし、現在までに中国国籍の実習生合計７

名が入国し、日々実習に励んでいます。企業様では、長く日

本に住んでいる中国人スタッフが多く在籍していることか

ら、言葉の面の不自由さがなく意思疎通がしやすいようにと

いうご配慮により、中国人実習生の受入れをご決定頂きまし

た。また、中国国籍の他にもベトナム、フィリピン、ネパー

ル出身の皆様が、国籍問わない交流を盛んにされています。 

 企業様でも従業員間の交流を積極的に促進なさっていま

す。 

 毎年5月頃には、全社員参加のバーベキュー大会を開催され
ており、昨年は、企業様へ配属されたばかりの1期生3名も参
加しました。初めての日本でのイベントへの参加ということ

で、実習生らは大変喜んでおりました。 

 また、10月には、全社員対象の滋賀県への慰安旅行を実施
頂きました。実習生らも、近江牛を初めて食べ、初めての琵

琶湖を観光と、楽しい日本の思い出を作ることができたよう

です。（下の写真）。        次ページへつづく 
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新職種の紹介 

 好事例のご紹介 ミートフーズサービス株式会社 様での取り組み  

 JA全農ミート関連会社として食肉・惣菜の取扱いを行う『ミートフーズ
サービス株式会社（以下ミートフーズサービス㈱という。）』様では、 

多くの国籍の従業員を雇用していらっしゃいます。 

 ミートフーズサービス㈱様では、多国籍の従業員間の交流について、

様々な取り組みをされておられますので、ご紹介させて頂きます。 
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好事例のご紹介/新職種の紹介 

実習生受入れ職種の追加について（自動車整備）            

 日々の生活面では、生活指導員に毎週1度は実習生の宿舎を訪問頂き、実習生との交流を密
にして、生活上の問題や悩みがないか等確認していただいています。更に、定例ミーティング

を毎月開催し、管理部門の担当者、指導員、現場スタッフ、実習生全員が一同に集まって日々

の報告を行います。そこでは、指導員や現場スタッフからのコメントはもちろんのこと、実習

生にも日本語で一言ずつ近況について話してもらい、実習状況について相互に確認していま

す。 

 プライベートの交流では、実習生から餃子やマントウなどを作って社員へ配ったり、中国で

はお世話になった人へ贈られることが多い靴の中敷きをプレゼントしてくれたりと相互に良い

関係が築かれているとのことです。 

 

 このような環境で実習生も日々仕事に一生懸命取

り組んでおり、彼女達の懸命な仕事ぶりと毎日の元

気な挨拶には、一緒に仕事をする皆さんのみなら

ず、毎月訪問する私までも元気をもらっておりま

す。 

 残念ながら、ミートフーズサービス㈱様の受入れ

職種は1年実習のため、1次生3名（右写真）は入国
から１年後の4月8日に満了帰国致しました。帰国当
日は、実習生が涙を流して別れを惜しんでいました

が、中国へ帰っても日本で学んだ経験を活かして、

是非元気に頑張っていただきたいと思います。 

（大阪事務所：柳瀬）  

 4月1日に外国人技能実習生の移行対象職種として、２職種・作業の追加が公示されました。
今後、これらの職種でも３年間の技能実習を実施することが可能になりました。 

 これにより、技能実習２号移行職種が７４職種１３３作業となりました。 

 ●職種：「自動車整備」 作業：「自動車整備作業」の追加 

  技能評価試験実施団体  一般社団法人日本自動車整備振興会連合会 

 ●作業の定義 

   道路運送車両法に基づく、日常点検整備、定期点検整備、分解整備、新規検査における 

  整備、継続検査における整備、構造等変更検査における整備、一般整備の作業をいいま 

  す。 

 ●対象となる企業 

   自動車整備職種・自動車整備作業での受入れは、以下の要件等を満たしている企業が対 

  象となります。 

・道路運送車両法第７８条に基づき、地方運輸局長から認証を受けた自動車分解整備事業 

 場であること 

・対象とする自動車の種類が二輪自動車のみではないこと 

・対象とする装置の種類が限定されていないこと 

写真：国土交通省ホームページ～自動車整備における実習内容の例 ～ 
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新職種の紹介 

実習生受入れ職種の追加について（ビルクリーニング）             
    

●職種：「ビルクリーニング」 作業：「ビルクリーニング作業」の追加 

    技能評価試験実施団体  公益社団法人全国ビルメンテナンス協会 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●作業の定義 

  不特定多数の利用者が利用する建築物の内部を対象に、衛生的環境の保護、美観

の維持、安全の確保及び保全の向上を目的として、場所、建材、汚れ等の違いに対

し、方法、洗剤及び用具を適切に選択して場所別及び部位別の清掃作業を行い、建

築物に存在する環境上の汚染物質を排除し、清潔さを維持する作業をいいます。 

 
●作業対象とはならない作業 

・ビル設備管理作業 

・施設警備作業 

・ハウスクリーニング作業 

・受付業務作業 

・客室等整備（備品（ベッドメイク、リネンサプライ、アメニティ）の交換等）作業 

 

 作業の段取り クリーニング作業 安全衛生作業 

１年目 ・器具及び資材の取扱及び整備作業 

・什器及び備品等の取扱作業 

・器具及び資材の使い方の修得 

・各種清掃補助 

２年目 ・資機材の取扱及び整備作業 

・什器及び備品等の取扱作業 

・日常清掃作業 

  （トイレ日常清掃作業を除く） 

３年目 ・資機材の取扱及び整備作業 

・什器及び備品等の取扱作業 

・日常清掃作業 

・定期清掃作業 

  （トイレ定期清掃作業を除く） 

 

 

 

安全衛生作業 

（３年間共通） 

上図：公益社団法人全国ビルメンテナンス協会ホームページより 

 全国ビルメンテナンス協会では、ベトナムやモンゴルに設立されたビルメンテナン

ス協会と協力し、会員企業、監理団体、送出し機関の相互で連携をはかるビルクリー

ニング職種の技能実習制度事業を展開する計画をたてています。 

 I.P.M.では全国ビルメンテナンス協会に協力し、ビルメンテナンス職種の技能実習

生受入れを行っていく予定です。 

●必須作業 ～技能実習生に必ず行わせる作業～ 
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担当職員から 
 

こんにちは！みなさん！ 

六甲山研修センターの寺坂竜馬です。 

もう春ですね。本当に嬉しいです。六甲山の冬

は長いですね。街より5度は低いですから、神
戸が10度以下の日には…堪えましたねぇ～。 
 さて、今回初めてコラムを書かせていただく

ことになり、どうしようかなぁ～と思いながら

も、ざっと六甲山での業務を紹介していこうか

なと思います。私のセンターでの業務は大きく

分けて２つです。 

 まず講義です。講義は所謂日本語学校での講

義とは一味も二味も違いますね。ゴミの分別や

欠勤時や遅刻時の連絡の仕方、それから作業で

使う動詞など、実習生たちは文法なども勉強し

ますが、それよりももっと生活や会社で即活き

る日本語に焦点が当てられています。 

 ２つ目は通信教育の業務です。配属後、実習

生たちはセンターから月に一回送られてくる課

題と通信ノートをセンターに提出しています。

この通信ノートというのが私たち先生と配属後

離れ離れになってしまった実習生との唯一の交

流手段です。最初は私が来る以前の実習生がほ

とんどでしたが、今は思い出深い実習生が増え

てきて、通信ノートの有難さを猛烈に感じてい

ます！通信ノートの内容は様々ですね。会社の

人とＢＢＱをした話や花火大会、中には恋愛相

談をしてくる実習生もいるんですよ！積極的に

日本人と関わっている熱心な実習生はどんどん

書く内容が濃くなり上達していくので物凄い読

み応えです！ 

 その他は補習、消灯、ゴミ捨てなど細かい業

務がたくさんあります。最近は実習生たちに料

理の指導をしたり、転入・転出の業務もさせて

いただけるようになりました。まだまだ迷惑ば

かりかけていますが、2年目はお父さんやお母
さん、島先生を少しでも安心して楽にさせてあ

げられるように日々精進致します！！！！！ 

        （研修センター 寺坂竜馬） 

 

編集後記————————  

技能実習生受入れ職種の追加となりました。毎

年少しづつ追加されており、私たち職員も日々

職種の勉強をしております。専門家である賛助

会員の皆様にもご教示頂くこともあろうかと思

いますので、ご協力、宜しくお願い致します。 

I.P.M.からのお知らせ 

日越スポーツ交流会     

 日本とベトナムとの広範な戦略的パートナーシップの強化の一環として、スポーツ健康づくり、教育、人

事育成の分野で、ベトナムの青少年やスポーツ関係者との交流を深めることを目的として、日越スポーツ交

流会をベトナムで次のように開催いたします。 

 本紙発行時には、詳細レポートの提出が叶いませんでしたが、次号にて結果をご報告致します。楽しみに

お待ち下さいませ。 

 

○事業の概要 

 2016年4月28日 日越教育・スポーツ・人材育成交流会 

         in ハノイ 

 2016年4月29日 日越スポーツ交流会  

         in ダナン 

 

共催団体 

 ・公益財団法人 国際労務管理財団（Ｉ．Ｐ．Ｍ．） 

 ・特定非営利活動法人 ゴールドメダリストを育てる会 

 ・特定非営利活動法人 日本国際親善協会（ＪＩＦＡ） 

 ・ベトナム文化・スポーツ・観光省スポーツ総局 

 ・ベトナム教育訓練省教育人材開発国家評議会事務局 

 

後援団体 

 ・在ベトナム日本国大使館 

 ・在日ベトナム社会主義共和国大使館 

 ・独立行政法人日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ） 

 ・公益社団法人ベトナム協会 

 ・ベトナム日本商工会 

 ・ダナン日本商工会 

 


